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喜多方桐桜公園への入学のきっかけは、中学時代に授業で見たテレビ番組に心を奪われたからでした。
ダムが完成するまでの道のりや、それに従事した人たちの苦悩などをまとめた番組を見て「巨大な構造物
を造り、造った人にしか分からない達成感を味わってみたい」と思ったからでした。

専門教科は、測量、実習、製図など、いくつかありましたが、その中でも一番苦労したのは製図でし
た。私は、裁縫が得意なことや、家にある本や雑誌を整頓することが嫌いではなかったので、自分のこ
とを几帳面で細かい作業が得意だと思っていました。そのようなことから、きっと製図も上手くやれるだ
ろうと考えていました。しかし、製図のひとつひとつは初めてのことばかりで、製図で必要とされる線を
まともに描くことができない自分の技量に気づかされました。一ミリ間隔の線を引くことでさえ、ぶれて濃
淡がはっきりせず、美しい図面とは程遠いものになっていることに、苛立ちと恥ずかしさを覚えました。

そんな時「一ミリの誤差は心のエラーだ」と口癖のようにおっしゃる先生の言葉を思い出し、ふとわれに
返りました。研ぎ澄まされた気持ちで製図に取り組んでいない心の未熟さが、苛立ち。そんな取り組みに
よってできた作品という結末が、恥ずかしさとなって現れていたのだと思います。

つまり、美しい図面は、「心のエラーを修正」しないと描けないという結論に達したのです。
これまでの私は、几帳面で細かいだけであって、どこかこれくらいでいいだろうと妥協していたのだと

思います。本当に、好きな本がびしっと揃っていたのか、等間隔で並縫いができていたのかなど、普段
の生活において、研ぎ澄まされた気持ちで物ごとに取り組むことができるよう努力しました。

しばらくすると、あることに気づきました。以前は本棚に揃えていただけの本を、出版社やジャンル、
作家別に自然と並び替えていたのでした。

そのころから、線の濃淡や、長さにもこだわりを持って描けるようになり、先生からはお褒めの言葉を
いただけるようになってきました。少しずつですが、美しい図面に近づいてきているのだと実感しました。

私は「巨大な構造物を造りたい」という夢を実現させるため、一ミリの大きさにこだわれるようになりまし
た。これからも、たくさんのこだわりを持ち続け、妥協しないものづくりができる技術者になりたいと考
えます。

私は、将来舗装工事に関する会社に勤めたいと考えています。それは、私が高校二年生の時に、ある
舗装会社に五日間現場実習に行ったことがきっかけです。現場の作業員の方々は人々が安全に安心して
通ることができる道路をつくるために汗を流し、必死で働いていました。その一生懸命な姿に感動し、
私もその一員になりたいと考えたのです。

その会社は主に、道路の舗装・整備を行い舗装をするために測量をしています。実際に現場での作業
を見てみると、休憩している時の表情とは違い、汗を流しながらきびきびと作業を行い、現場監督の指
示のもと、みるみるうちに舗装が完成していきました。私はその姿を見て、仕事に対する気迫を感じ、「舗
装工事をしている人は格好良い。」と思いました。もちろん外見ではなくその姿勢です。そして、その日の
最後、会社の人に「舗装工事の魅力とは何ですか」と尋ねてみました。するとその方は「舗装工事の魅力は、
自分達が舗装したものが長い間形として残ることと、舗装工事を終えた所を通ると、自分達が誇らしく
思えてくる。」と答えてくれました。私はそれを聞いて、「舗装工事に関する仕事に就きたい」とさらに強く
思いました。

現場実習も終わり、どうしたら舗装工事に関わる仕事に勤めることが出来るか考えました。私が通って
いる、鹿町工業高等学校のキャッチフレーズに「汗を流して半人前。腕を磨いて一人前。道を極めて男前。」
というのがあります。私自身には、まだまだ遠いキャッチフレーズです。しかし、このキャッチフレーズに
近づくために、今私は努力していることがあります。それは、学校での授業はもちろんですが部活動につ
いてです。私は、土木技術部という部に所属しています。毎年六月に行われる、長崎県高校生ものづく
りコンテストに出場するために毎日の練習で技術を磨いています。機器を持って移動する素早さ、お互い
の作業を確認し合図を行うこと、報告を正確に聞き取って正確に記録する記帳、測量した数値について
計算をして作成する成果表の正確さと丁寧さの四つのポイントについて徹底して練習し、昨年度は優良賞
を受賞することが出来ました。また、私達は技術を磨くだけではなく毎週一回地域貢献を目的として、「バ
スセンター清掃」「駅の清掃」「通学路の清掃」活動に取り組んでいます。清掃活動を実施するようになり、
社会へ貢献することの喜び、地域の方 と々のふれあいの大切さに気づきました。そしてこの「地域社会へ
の貢献」をすることは、舗装工事会社の方々が言われていた仕事の魅力についての話と結びつく点がある
なというようにも思いました。

今以上の努力をすれば、私の夢は必ず叶うと思います。そして、将来必要な専門知識と技術を習得し、
将来は舗装工事で、周りの人から頼られる存在になりたいと思います。
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